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	このような状況を鑑みて、“モデル化した解析やシミュレーション等に基づく予測とともに、実証実験等を検討し、実効性向上を図る“。曲面型建造物での外断熱および太陽電池併用型の新省エネルギー・省資源型構法の利 用を促進するモデルとなりうる。また、昨今、地球環境問題への有効対応が要請される中で、持続可能な開発目標（ SDGs）に、大きく寄与できると考えられる。“海のものとも山のものともわからない”という意見もあるかもしれないが、先人によるこれまでの研究・技術の成果に敬意を表し、それを尊重し、踏襲しながらも、それを超える夢のあるものを目指すことにする。また、技術的開発の課題、社会的な実装のための要件等を考え、基本的なコンセプトをまとめる。

